
、　　一■

”1””””””””11騒””””””II”1”lll”””””””””1薯1”””ll”””””1””””””””””1”1””1””””””1”””””””II””1””””””””””1””””””””””1”1”1

1
、
譲

「増補華夷通商考」

障、 所載の気候について
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　1．　まえがき

．長崎の人西川如見，本名を忠英といヤも求林斎と号

し・一、通称を次郎右衛門といった・慶安元年 （1648）に生

れヲ亨保九年（1724）に77才で病残した．如見は宋学・

を修め・天文暦算を好み，多くの本を書いた．「増補華

夷通商考」は如見が徳川時代の中頃長崎で見聞した中

国・南洋・西洋の事情を，主として通商の関係から述ベ

　　　　　　　　　　　　　　　　ロたものといわれ，宝永六年（1710）頃刊行された．1710

年といろと・わが国では徳川綱吉が死んでから4年，さ

つま’芋先生こと青木昆陽がまだ12，3才の少年，伊能

忠敬誕生に先立つこと35年といったかなりふるいとき

である・ヨー・身パではどうかというとおなじ券の華氏

目盛潔じめてできた鰹あり・4年前盈こはフラシ4ザ』1、

ソが生れて逸しぱた2鞭離蒸気機関醗明題☆
た軌そうい塒代である・、一　，』・」ゴ「・．☆益撃．

さて観測器械のな噸蹴r大変熟・」とかrひど窟磯．

寒い」とかあいまいな表現をするより仕方がなか偽，磨翁

そこで今日我々が当時の記録をみるときに，どの程度信1』で・

雅難描継事季際痴繕講
度一さらに一般には体感気候に鰐する気象学的およ』び・△溝．1

心理学的研究をすすめるこ≧であろろ・今1つ・より潭ト∵・

接的方法は当時の主観的，定性的表現を今日の観測とぐ日』』・

らべてみることであろう．　　一　　　　一　　　　一，因’

卜

支

蚕・講＠

ア

奏

　　　　　畏◎
　　　，舷“　　　　　小
　　　　　　ム　　ヘ

げ
。

o箋珍縁
　ゆゆト　く

轡蜘湘蕊秀
　　　　　　文’

　　　　　　　ベモ
　ジ　γ
利ミ
未ミ

亜マ里
　ラ犬
力『勇・

うハ

妥

㊦
　’レ

黛ヱ
ラ

o㌻

　3

亜ア

細字

郵．

諸
国

　＼械
、一㍉’1

㍉疫

騒

唐，

土’

蝶．謙眠
　　　7今
　　　季
　　　ル　　　　黒質
　　　Q」、　　冠ザ
　ヲ　　・・　　　騰ラ
多　蓼　　尾二一

　タ　　　　　　　　　　カロカ

　　　束
　團　　頭
　　　室
　　　常
　　ふ
　　愛　O
。∠フ

　　ρo泉

0奄・σ
　　　暑

o▽

　ン

＠糞。㊥
　　　　噸　　琳

　　　　　険

　　　　　驚％

　　　　　　染，

♀　　○
ス　　　イ　カ
ヒ・’　　》　，’

夕　兄・冗

　　ンシ
　　　ぐ

O

捻
曳

モ　　ヘ致

ま　0　　　き1映ミ
　　　　　o

　　べ
　　5

　　　穿臭2
　　夢　＠ル
　　あ

鱈　㍗
倉

⊂〉O
τド

第1図　檜補華夷通商考所載の万国地図

ト

ここでは後者のこころみを西川如見「増補華夷通商考」

について行つてみよ弓といろわけである．

を、’氣温ゐ分類一

如見が温度を表わすにど～なことばを使つていたかと

いうと大きく分けて次の5づになる・すなわち，　　　　塗購・i

　極寒，大寒国，寒国，少暖肉，暖国，熟国，大i国・，　　

である・少暖国に対して当・然少寒国もあってよさそろな≧．・

もので韻槻当らなかつた・・鄭この事鄭後に麟☆

るよ弓にはなはだ重要である・　　，，騰

裏　　　　　　　　　　　　　r・　．　　　　　　　　∫一・、　I　I，　1，，』　一　　ド　　ばボfば
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　なお，こまかにみると上にあげた類別のほかに多少修

飾のちがいがある．たとえば四季の有無雪や霜のふる

一か否かなどがあり，叉既に読明した気候との比較によつ

て述べているところもある．たとえば，朝鮮の気候を設

－
明

して「四季寒国也．気候日本の関東に同じ」と述べて

’
い

るごとき，それである・以下瞑次かんたをに読明しよ

ろ．

　3．1極寒地
　まず如見が極寒地とした地域は縫鞘の諸地方とキピラ

刎地である．如見はr（繕旦の）地方嘱国は常1こ極寒

なり」とのべその属領に意貌国とい5のがあつて「此国．

冬中は嘗て雨降事なく，夏に至て少雨零」とかいてい

る．しかし縫担すなわち蒙古には「常に」つまり一年中

桓寒といろ地域は存在しないから明らかに謬りである・

たとえばコブドウでは1月李均気温は一230C・2月は

＿19。Cと“ったぐあいにかなり低いが11），7，8月ともな

ると19，17・C，これは網走の夏の気温とおなじで・少

くも極寒でないことは確かである・叉寺ビラというのは

北アメリカ大陸西部の地域であるが・し如見によ’ると

r高山多き国」であつてrその山上常に極寒にて鎌い」

とV5のである．しかし海抜高度1613mのデソバー

でもわが国の東北地方とおなじで極寒ではない・あるい

は万年雪をいただく高山の頂きをいつているのかも知れ

ないが，それなら外の地方にもまだいくらもある・従つ

て，少くも如見の極寒の記事はそのままでは受取れな

い・　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　・

　「常に極寒」といえばすぐ思い5かぶのに北極と南極

とあるが如見にはその記事がない・ただ北極近くには

「夜国」や「鬼国」’や・「氷海」のあることを記し・夜国

’
に

ついては「寒極めて張く，夜の時は海水皆氷れり・書

孚年の時氷海少し解るとぞ」とある（2）・

　5．2　大寒国

　大寒国と記されている国を拾つてみるとボラニヤ・タ

ニヤ，イルラソタ，北海の一部，ノウルウイキ・ホウル・

ムスカウ・ベヤ，クルウソラソトなどをあげている．イル

ラソタはアイルラソド，ムスカウペヤは・シヤ・ノウル

サィキはノルウエーのことはたしかであるが，他ははつ

きりしない．しかし，おおよその見当・がつくものもあ

る．たとえばタニヤの北は氷海夜国に近いといろが・如

見所載の世界全図によると，北海夜国は2っあり・その南

西オラソダに接してタマヤとい5国があるから，ある炉

は同じものであるかも知れない！ともかく・大寒国に指

、・（1）以下温度はすべ七月李均気温である・

　（2）如見の日本水土考所載の地図には「南極中地未

可知，或為一沸臆或為内海・裸麟之郷舗7氷

土分界也！と記している・

・20
▲註　　「　　　．　　・　　　　　　　∬

雪　　、＝ ．㌦「、 一二」　・舜」誉　　　　　　　　　・・

定された地域¢）若干地点の気温をしらべてみると・．ベル

ゲソでは冬2・C，夏14・Cくらい，ロソドソでそれぞ

れ，4・C17・Cくらい，モ炉ウで，一100C18φ9くむ

L、である．ころしてみると，大寒国といつてもかな’りは

ばのあることが知られる．否，大寒国そのものの意昧す

ら理解に苦しむとこ為もある・たとえば・イルラソタの

読明中にオラソダ国の西に在島国也・此辺は皆大寒国也

と云ども，此国は冬と云ども温かにして火を求むること

無く，夏と云ども扇をつかふ事なし≧ぞ」とある・或い

は単に緯度によつて分・けたもので，高緯度にあるが暖流

のせいで暖かいことをζのよろに云い表わしたのかも知

れな㌔・．

　3．3・寒　国

・寒国と記された国を海きだしてみると北京省・山西

省，朝鮮，阿蘭陀，縫鞍国の中央，チイカ，キビラ，タ

ゼエル，トルケイ．ソ，ズーイラ・デイヌマルカ・ドイチ

ラソトなどである1北京は冬一50，夏260くらい・山

酉省の太原は今少し寒く冬に一go・夏26？くらい・

オラソダの・ッデルダムでは冬20，夏180くらL｛であ

る．これらがすべて寒国として分類されているわけであ

る．特に興昧あるのは朝鮮の読明に「酉季寒国也・気候

日本の関東に同じ」としるしていることである．』これに

よると，寒国とは日本の関東地方くらいのものを指して

いることが知られるのであつて．ほとんど長崎にくらし

ていた如見としてはもつともらしい類別であろう・な

お，東京の気温は月3？C，夏260Cくらいである・

菱’

一

・蟻

　5．4少暖国
　少暖国として類別されているものをひろつてみると・

江西省，マルバアル，ブラセル，アラピヤなどで興昧の

あるのは江西省の翻にr四季日本酬1φ如く少鋤な’

り」と記していること筋る・これはつてみれば蝦噸
国とは如見の郷里九州を標準とするものであろう・九州

と関東ではたしかに異なるが，如見のあげた各地域で果

して寒国と少暖国と分離できるであろ5か・江西省南昌

では冬3・C，夏30。Cくらい，アラピヤのエルサレムでは

冬9。C，夏240Cくらいである・叉九州の中部熊本では冬・

6・C，夏26・Cくらいである．すなわち以上のべてきた

ととからも推察せられるよろに，寒国の度合を考えてい

るときは寒い季節の温度で比較し，暖国の度合を考える

』ときは暖い季節の温度で比較している傾向が歴然として

いる．換言すれば，李均気温でなく，高極，’低極で判別

しているのである．このことはおそらく短期の天気の場

合にも灘つので脇るまいか・た≧えば今年の夏醐周
つかつたとい5記憶は必らずしも李均気温の高かつたこ“　　一

とを意昧せずに記憶にのこるような暑さのあつたことを、

・示すものであろろ．このことはもつと．くわしく吟昧しで

　　　　冨．皿、 ；ゴ」、　　』．『　、、　．。・｛・．・　　『・、　、書i一蟻璽暴「」・．菖｛，



智

みる必要があるが，その結果によつては古記録をしらべ

る際の有力な指針となるにちがいない．

　　　　　3．5　暖　国

　　　　　暖国とされている地名をひろつてみると，琉球，大

　　　　冤，莫臥爾，イソデア，ラウ，チヤ宇，巴旦，ケイラソ，
レ
L　　　アラ．カソ，コストカル，モソデイル，ベソガラ，．サラア

　　　　タ，モハア，呂宋，モシコ等がある，イ￥デアはもちろん

　　　　イソド，ベソガラはベソガル，莫臥爾はピルマ，呂宋は

　　　　ヒリッピシの北部，モシコはメキシコなどで，他も多く

　　　　はこのふきんの国々のよ5である．この暖国も琉球が入

　　　　つているから基準がはつきりしていて都合がよい．琉球

　　　　は冬16。C，夏27。Cくらい，台湾で16。Cと28。く

　　・　　らい，ピルマのラソグーソで250と28。，マニラで250
　～
　　　　と28。，ベソガルとしてカルカツタをとると冬、1go，夏

　　　　300Cくらいで，前節で注意したよ弓に，夏季の気温の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　みに類似がみられるのである．

チ

　3．6勲　国．

　熟国も多く束捕塞，サイロソ，テイモウル，セイロソ，

タルナアタ・アソボソ・ゲネイヤ・コワ・セソバ・ベル』

ウ，キソカスラ，　イスハニョウル，　クウバ，　ガマガ等

々・．これらが熱国で，イソドが暖国とはろけとれぬとこ

ろである．たとえばコワでは冬250，夏270でマニラ

にくらべて年聞を通じて低くでている．なお如見による

と，コワは「熟国也．常に雨降こと無く晴夫にて，五，

六年の聞に一度雨降と云」・とあるカ㍉実は月降水日数を

みると冬季こそ1月0．3，2月0．Q，3月0．0，4月O．5

と少いが6月21．7，7月26．3，8月23．0といつたぐ

あいに全くあやまりである．

　ま　5・7大熱国
　　’　　大熱の一般的概念は如見所載の地図に「赤道二近キ国
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縣
　　　　々皆大熟国也」とあるによつて知られる．大熟国とされ

　　　　たものをひろつてみると，母羅加，バソダ，マカザア

　　　　ル，ボルネラ，マワク，カフリ，モノモタツパ，タメ

　　　　イ，ハラジイル，カラパア等であるが，熟国とはもちろ．・

　　　　ん，暖国にあげられたものとの区別もつかない．たとえ

　　　　ばマラツカでは年間ほとんど260C，ボルネオのザソダ

　　　　ヵソでは月260，夏260，カラパアすなわちバタヴィヤ

　　　　では冬25。，夏26。である．ただ如見もあげているよ

　　　　うに，これらゐ国の大部分は1年8季の国であるという

　　　．点で区別されるのである．
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　4．二地域の比較
　すでに注意したよろに如見は温度による類別り外にゴ

地域の比較による表わし方を採用している．たとえば，
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　　　一、孝『
極寒．

如見の類別に從って若干の地名をと

り月李均気温の年変化をグラフに示
したもの

　「山東省は四季日本の五畿内よ、り少寒き也」1「潭州府揖☆二

日本九州よりは曙国也」「広西省は四季薦州に同P」1・や灘1

．やくわしいのではr大冤のご八月の比期本の四朝叫

如し．此国の冬は日本の八九月1の比に同じ」といつたたな・一伊
・鞭ある．そして興賜るのはこれら二脚比磯

は割合正確なことである・如見の同書には全部で24オー購

あ養が・ここにそれぞれの資料による比較は省略する・』・・’
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して，その結果は古記録を検討吟昧するときに役立つこ・1、講

とは5たがいない．・一　　　　　　　　　　　　　　　　三糠i
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で醗．樽をろ！ナている田唯雄氏に劇しまず・☆瀬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予報研究室）涯“、

ギ　’r


